
ＰＦＡＳ（ＰＦＯＳ/ＰＦＯＡ）汚染地下水処理システム

パーフルオロアルキル化合物およびポリフルオロアルキル化合物（PFAS）は、⼯業的に作られる有
機フッ素化合物の総称で、4,700種類以上も存在します。そのうち代表的なものがパーフルオロオク
タンスルホン酸（PFOS）、パーフルオロオクタン酸（PFOA）です。
これらPFASは、⽔、油、汚れをはじき、熱に強い性質があり、優れた安定性を持つことから、1940
年代から調理器具、繊維、紙、⾦属などの表⾯処理、界⾯活性剤、泡消⽕剤など、⼯業や家庭⽤品に
⽤いられてきました。しかし、環境中で分解しにくく、環境残留性や⽣物蓄積性があることが知られ
ており、動物実験における健康影響が報告されていることから、各国で健康影響や環境リスクが議論
され、世界的に製造・使⽤が規制されはじめています。

※⽇本国内では、厚⽣労働省が令和2年（2020年）4⽉にPFOS及びPFOAを「⽔質管理⽬標設定項⽬」に位置付けて
おり、暫定⽬標値をPFOSとPFOAの合計 50 ng/Lと設定しています。

●PFASとは…

飲料または廃⽔処理、埋⽴地、空港、メッキ施設、バイオソリッド、消防署訓練センター、⼯業系
のお客様がよく使われています。

●使⽤場所の事例
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●処理フロー
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PFOAとPFOSそれぞれの模擬⽔を使って吸着処理試験
を実施した結果を以下に⽰します。

●処理試験

以上の吸着試験により、PFOAとPFOS全量5,000ng/Lから基準（50ng/L）以下
まで低減することを確認しました。

※原⽔性状により他設備が必要になる場合があります。


